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我々は、超高層大気の長期モニタリング専用のX線カメラ SUIM（Soipix for Observing Upper atmosphereas
ISS experiment Mission）を開発している。SUIMは、国際宇宙ステーション（ISS）の外壁プラットフォームで
ある材料曝露実験MISSE（Materials International Space Station Experiment）に半年間設置し、宇宙X線背景
放射 (CXB) の大気吸収を高度ごとに観測することで大気密度を測定する計画である。主検出器には、SOI 技術
により常温でも高い分光性能を有するX線 SOI-CMOS ピクセル検出器XRPIXを用いる。SUIM では、XRPIX
で 検出した各イベントのピクセルバターンを用いて荷電粒子イベントを棄却するが、X線イベントと判定されて
しまった一部の荷電粒子イベントが観測データにおいて非X線バックグラウンド (NXB) となる。我々は、ISS 軌
道上で予想される宇宙線のエネルギースペクトルを仮定し、汎用の検出器シミュレーションツールであるGeant4
とComptonSoft（Odaka et al. 2010）を用いてNXBのモンテカルロシミュレーションを行った。本講演ではシ
ミュレーションの詳細を報告し、CXBとの比較を行うことで観測実現可能性を検証する。


